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溶かし つ
第13回開陽台自作ソリ大会が開催きれました。
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偲皀閂

開
陽
酪
対
ソ
リ
作
成
部
隊

鈴
木
部
隊
長

ザ
イ
ン
。
ま
ず
は
全
艮
八
メ
ー
ト
ル
の
ク

ジ
ラ
。
羽
を
広
げ
る
と
七
メ
ー
ト
ル
は
超

え
る
大
ワ
シ
、
そ
れ
に
高
さ
几
メ
ー
ト
ル

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
ア
イ
デ
ィ
ア
、
デ

Ｆ､ 
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華麗なドライブテクニック（？)で
開賜台賞｢いえいえ､曙を作ったアイディア､デザイン部門です＿

二の華麗(？）なドライブテクニック／rそこのお姉さん､一緒に乗っていかない？，
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中標津乳牛改良同志会ちょっとみみより'|吉報

澱
二
つ
の
ラ
イ
ス
ク
レ
ス
ト

プラックスターマーサ

←
い
ま
や
仙
界
の
乳
牛
改
良
に
従
ず
る
謁

一
に
お
い
て
、
｜
番
の
知
名
度
を
誇
る
ラ
イ

ブ衆
ス
ク
レ
ス
ト
牧
場
は
、
ラ
イ
ス
ク
レ
ス
ト

コ
サ
ウ
ス
ウ
イ
ン
ド
ケ
イ
Ｅ
Ｔ
と
ワ

フ
ー
デ
ル
Ｒ
ｃ
ブ
ラ
ッ
ク
ス
タ
ー
マ

ー
サ
Ｅ
Ｔ
と
い
う
系
統
の
異
な
る
一
一
蚊

の
雌
卜
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
彼

女
達
は
一
昨
年
よ
り
、
こ
れ
ま
で
類
を
み

な
い
ほ
ど
忠
十
進
を
ト
ッ
プ
極
雄
十
に
仕

汀
》
て
上
げ
、
禍
澁
を
伽
か
せ
る
こ
と
に
成

功
し
ま
し
た
。

サ
ウ
ス
ウ
イ
ン
ド
ケ
イ
は
父
坤
サ
ウ

ス
ウ
イ
ン
ド
、
趾
の
父
ｒ
不
ツ
ド
ボ
ー

イ
の
掛
け
今
わ
せ
に
よ
る
エ
リ
ー
ト
ヵ
ゥ

【
で
、
息
卜
の
ア
メ
リ
カ
で
ラ
ィ
ス
ク
レ
ス

ド
卜
ラ
ン
ッ
Ｅ
Ｔ
〔
２
９
Ⅲ
８
３
７
５
〕

ン前
が
、
Ⅱ
本
で
｝
フ
ン
ッ
の
フ
ル
ブ
ラ
ザ
ー
で

諺
あ
る
ラ
ィ
ス
ク
レ
ス
ト
ロ
ー
ガ
ン
Ｅ

サ
Ｔ
〔
Ｈ
３
３
４
８
〕
が
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｗ
ｌ

で
議
場
し
て
以
来
、
ラ
イ
ス
ク
レ
ス
ト

カ
ー
ビ
ー
Ｅ
Ｔ
〔
ｚ
９
Ｈ
９
９
０
Ｏ
〕
、

ラ
イ
ス
ク
レ
ス
ト
ブ
レ
ッ
ト
Ｅ
Ｔ
〔
２

ｇ
Ｈ
８
５
５
７
〕
、
そ
し
て
昨
年
八
川
に
は

ラ
イ
ス
ク
レ
ス
ト
マ
ー
シ
ャ
ル
Ｅ
Ｔ

〔
１
１
Ⅱ
４
６
６
２
〕
が
全
米
叩
２
に
な

り
、
そ
の
地
位
を
ｆ
動
の
も
の
に
し
ま
し

た
。極
雄
牛
製
造
工
場
の
呼
び
声
も
あ
る
彼

Ｐ、

女
で
す
が
、
今
は
娘
や
孫
娘
の
時
代
と
な

り
、
ラ
ン
ッ
・
ロ
ー
ガ
ン
の
フ
ル
シ
ス
タ

ー
で
あ
る
ラ
イ
ス
ク
レ
ス
ト
ル
ー
ク

ロ
ー
リ
ン
Ｅ
Ｔ
は
、
８
千
を
Ⅱ
本
を
含

む
肚
界
巾
で
後
代
検
定
に
使
用
さ
れ
る
エ

リ
ー
ト
カ
ウ
と
な
り
ま
し
た
。
ベ
ル
ウ
ー

ド
の
娘
の
ラ
イ
ス
ク
レ
ス
ト
ベ
ル
ウ
ー

ド
ブ
ラ
イ
ア
ン
Ｅ
Ｔ
は
、
現
在
で
も

Ｃ
Ｔ
Ｐ
Ｉ
＋
２
１
５
２
（
几
は
）
と
ト
シ

ﾗｲｽﾙｽﾄｻｳｽｳｲﾝﾄﾞｹｲＥＴ血統区

９ﾗｲｽｸﾚｽﾄﾈﾂﾄﾞﾎﾞｰｲﾉｰﾘﾝＥＴ 

ユヲイスルストサウスウインドケイＥＴ 【ｻｳｽｳｲﾝﾄﾞ］
【ﾙｰｸ］ａﾗｲｽｸﾚｽﾄﾗﾝﾂＥＴ【ﾙｰｸ］

ａﾗｲｽｸﾚｽﾄローガンＥＴ【ﾙｰｸ］
３ﾗｲｽｸﾚｽﾄプレツトＥＴ【ﾍﾞﾙｳｰﾄﾞ】
＆ﾗｲｽｸﾚｽﾄカービーＥＴ［ﾒﾘﾙ】
ｳﾞﾗｲｽｸﾚｽトマーシヤルＥＴ【ﾏﾝﾃﾞﾙ】
９ﾗｲｽｸﾚｽﾄルークローリンＥＴ［ﾙｰｸ】
\ﾗｲｽｸﾚｽﾄﾍ゛ﾙｳｰﾄﾞﾌﾟﾗｲアンＥＴ【ﾍﾞﾙｳｰﾄﾞ】

卒ｻﾝﾃﾞｲバレーマツトヘ・ｻﾆｰＥＴ［ﾏﾃｲｰＧ］
卒ｻﾝﾃﾞｲﾊﾞﾚｰマテイーヘ・ﾂﾁｲｰＥＴ［ﾏﾃｲｰＧ】

\ﾗｲｽﾙｽﾄｻｳｽｳｲﾝﾄﾞｹ゛イルＥＴ【ｻｳｽｳｲﾝﾄﾞ】
９ﾗｲｽﾙｽﾄｻｳｽｳｲﾝﾄﾞｱﾐｲＥＴ【ｻｳｽｳｲﾝﾄﾞ］

ﾗｲｽｸﾚｽﾄルークレスリーＥＴ【ﾙｰｸ】

徳急

プ
ク
ラ
ス
に
位
溌
し
、
さ
ら
に
は
プ
ラ
イ

ア
ン
に
マ
テ
イ
ー
Ｇ
の
娘
「
頭
も
、
そ

れ
ぞ
れ
Ｃ
Ｔ
Ｐ
Ｉ
の
一
卜
七
、
三
卜
八
位

に
ラ
ン
ク
す
る
な
ど
、
サ
ウ
ス
ウ
イ
ン
ド

ケ
イ
の
辿
伝
は
確
実
に
歩
ん
で
い
ま
す
。

｜
〃
、
チ
ー
フ
マ
ー
ク
に
プ
ラ
ッ
ク

ス
タ
ー
の
掛
け
谷
わ
せ
に
よ
り
腱
化
し
た

プ
ラ
ッ
ク
ス
タ
ー
マ
ー
サ
は
、
兄
端
の

ワ
ー
デ
ル
Ｒ
Ｃ
マ
ッ
ト
が
一
時
Ｍ
Ｔ
Ｐ

ワーデルＲＣﾌﾞﾗｯｸスターマーサＥＴ血統図
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ｋ
位
に
位
殻
し
、
そ
し
て
Ｈ
ｆ
の
ラ
ィ

ス
ク
レ
ス
ト
マ
ー
テ
ィ
〔
ｌ
１
Ｈ
４
Ｏ

６
３
〕
、
続
い
て
ラ
イ
ス
ク
レ
ス
ト
エ
マ

ー
ソ
ン
Ｅ
Ｔ
〔
７
刑
６
２
５
０
〕
が
抜

群
の
好
体
型
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｉ
上
位
に
議
場
し

て
が
然
注
Ⅱ
を
浴
び
ま
し
た
。
彼
女
ｎ
身

は
Ｅ
Ｘ
ｌ
９
３
と
い
う
商
い
体
格
得
点
を

待
ち
、
体
型
の
遺
伝
評
価
値
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
Ｔ
）

で
一
時
期
全
米
で
二
位
で
し
た
〈
現
在
一
一
．

十
八
位
〉
。
そ
の
た
め
体
型
を
近
視
す
る
力

‐
』
Ⅱ
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Ⅱ
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鶴 Ｗ 

ＶＩ ナ
ダ
で
も
極
雄
牛
の
賊
人
に
力
を
入
れ
、

娘
の
ラ
ィ
ス
ク
レ
ス
ト
リ
ー
ド
マ
ン

マ
ン
デ
イ
Ｅ
Ｔ
に
カ
ナ
ダ
極
雄
牛
で
あ

る
ス
ー
パ
ー
サ
イ
ア
に
よ
る
交
配
で
化
九

た
ラ
イ
ス
ク
レ
ス
ト
マ
ン
デ
ィ
ー
Ｅ

Ｔ
〔
７
３
Ｈ
ｚ
８
３
２
〕
が
昨
年
議
場
し
ま

し
た
Ｅ
Ｐ
Ｉ
＋
１
９
０
９
，
第
五
位
）
。

ブ
ラ
ッ
ク
ス
タ
ー
マ
ー
サ
は
さ
ほ
ど

岡
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
で
は
な
く
、
忠
子
の
エ

マ
ー
ソ
ン
は
Ｂ
Ｌ
（
ブ
ラ
ッ
ド
キ
ャ
リ

ｒ－コ

評ｉ…
W 

▲ 

」
０
■
戸

』
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
’

Ⅱ
□
ロ
ロ

言らなる発展を期して
第30回中標津乳牛改良同志会定期総会
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第
三
十
回
中
標
津
乳
牛
改
良
同

志
会
定
期
総
会
が
、
去
る
二
月
五

日
、
中
標
津
町
大
会
議
室
を
会
場

に
、
当
幌
支
部
の
吉
田
正
行
氏
を

議
長
に
選
出
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
平
成
十
一
一
年
度

最
後
の
事
業
で
も
あ
り
、
ま
た
会

員
の
一
年
間
の
改
良
成
果
と
し
て
、

同
志
会
表
彰
を
行
な
い
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
表
彰
に
十
五
年
間
連

続
全
道
共
進
会
出
場
さ
れ
た
佐
々

木
昭
雄
氏
へ
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
で
は
事
業
、
収
支
決
算
報

告
並
び
に
計
画
が
報
告
さ
れ
、
新

年
度
へ
向
け
た
事
業
の
見
直
し
な

ど
、
質
疑
応
答
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
会
三
十
周
年
で
す
。

更
な
る
発
展
の
た
め
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ァ
）
な
の
で
、
彼
女
の
血
液
は
幅
広
く
使

川
さ
れ
た
と
は
い
い
難
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
体
型
の
過
低
能
〃
が
非
常

に
商
く
、
息
子
達
も
好
体
型
が
評
価
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
サ
ウ
ス
ウ
イ
ン
ド

ケ
イ
と
は
連
っ
た
魅
力
を
秘
め
て
い
る
血

統
と
荷
え
る
で
し
ょ
う
。

二
川
に
公
斐
さ
れ
た
各
脚
の
評
Ⅲ
成
紙

で
も
、
今
だ
多
く
の
「
ラ
イ
ス
ク
レ
ス
ト
」

が
斜
を
逃
れ
て
お
り
、
今
後
の
満
躍
も
人
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。
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い
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正しい搾乳方法で乳房炎を防ぐ
北根室地区農業改良普及センター

てら別れい蝋感で荷しＩ､１件②るけと染はがプ①特ろせ統感要術たなilrf

暫鰻\灘希染雛占艘＆霞Ｅ職｣IEijjiiH野'ﾐＸｉＭ鍬輔い弊}#

}螺:鰍iH騨鞠ｉｉこた汚れが、し水を繭が水か

拭ては化も、ぐ‐性しでllH
いか、さ洗一いイｌｒをか’'１にす受源感合ｌｎい′。。いさ侍の必技の理装
魔し'聯力回た蝿蝋艫｡巖で-;Rj験鰄l蕊専峰僻馴繍｣識

戸田

の1ノリ満時ぐ⑤をも乳とまツカを④つ時のオ長と搾か二の今る③
効部原間デテ搾壊、臓忠すピッ解乳とマたＩ１ｉ１後キ前<前乳けツ次原、瀬一着前
染に欄がイイ乳す\し炎う゜ンプ除ががシＩ）が、シ搾な搾'１】てトに岡ｌｊ例人す搾

ｒＷ鱗ビ'し偉僻緋躯|iii《Ｌ綱貝卜蛎↓脇Ｉに漢朧に鯛亙る3
A鏑ムチ舛艘型：,[ｆ雛雅匪iilW1i1醐解繍製ラミ
跳鍛：Zi藩't鰯ｉ鷺詫＃g1iiMF職ifラ杯iii}僻繩陛懲
す、汁１１－はツ｡！〕な.、こ゜めくンなりｉＭｉｆｌｋ分》ＬトＩｉｉｉさの搾くパ、三に

よ了ｶﾋﾞ憐ずﾋﾞ鱗《滞乳とﾏてなｸﾞ《きし闘後らの擁い朧りな'た帝ﾕ

蝿耀鱗瀧鰔il繍蝋磯雲ｒ
－グのでｔす聯'）でるしリト罐二・なのそのがうがにユグ場い装

Jg写、

図
１
ス
ト
リ
ッ
プ
カ
ッ
プ
へ
の
先
搾
り

（
イ
ラ
ス
ト
で
兄
る
孔
髄
改
牒
）

Ｉ
，
‐
 式

Ｊ￣ ミヱユＬ｣]｣迫

乳IjKill亟延壷搾乳終，
柿孔I､:後２－３分後

搾乳終／
15-30分後

図２１頭1布による乳房の清拭
（イラストで几ろ孔Wi改蝉）

図３乳頭ロの修復
（\LLl;炎防除の知搬）
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環
境
問
題
が
世
界
的
に
叫
ば
れ
、
わ
が
国
の
農
業
に
関

し
て
も
家
畜
糞
尿
や
廃
プ
ラ
の
処
理
な
ど
の
法
規
制
が
整

備
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
一
一
月
一
一
日
と
十
七

日
に
中
標
津
町
の
農
業
環
境
を
考
え
る
討
論
会
が
相
次
い

で
開
か
れ
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
会
に
お
い
て
も
、
百
一
一
十

人
を
超
す
参
加
者
が
集
ま
り
、
農
業
関
係
者
だ
け
で
な
く

町
民
の
農
業
環
境
に
対
す
る
関
心
も
高
ま
っ
て
き
て
い
る

こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。

…
蘆
蝋
…
と
ｌ

ハ
ィ
ォ
ガ
ス
に
よ
る
ふ
ん
尿
処

卵
ニ
ル
ス
，
ウ
ス
タ
ゴ
氏

■ 

公
一
＄
受

■
 

Ⅵ‐｜匹匡否

二
百

｜… 
匠！Ⅳ

生産｣性､経i済効果のｊｕ
持続』性のある農業へ。

から

帯爽境統性ｉり圃典ｒｌｉ窯ら鮫プゴ処換す１１１藤器パカわに諾進でＩ;１
１雁只行改性や染ｔｌＸｌ汚紫環デ・ラ氏、１１パがるｉｊ１ｆ良了．ネツれよ朧ｌｌｈ蒜環二
に体し禅の経でのの染、境ンンは仁イ行農樹文農ラシまる環の雌境Ⅱ
係的てをあ満あ二・が燐１１１１マト、つオな業維総業｜ヨし蕊境デ環シニ

:艫M,鰍瑚Zliii健糾綴鰻てスれ,,,i:}倫騨Ｌで。処魑マＩＭＩポにs酷いかわを憐務料ヒンたしIとＩｌ１１ン境ンⅡ

鱗獅騨蕊騨蝉雛ｉ
粒，iIiiや戦鮭“職！【７３省郷li1iliilililヒガiliZW機|＃

了#議鵬蛙繍纏;ii1鰄鱗轆蝿ｉｉ

Ｆ可

３きイ鳶代でのなる１：とき皿化熱う廃，１，１，ンし采か地て北止肥）}ニタ
熱てのにすパらに体いで会し液エ・菜［：卜た的ら化、製・の以・１
心い祷議一イなはのう爽場てはネ発物場が゜な排す利とま非」二Ｊ［ル
にる産諭とオい環孝質際かい収ル瀞を・・デの銃る）１１のた緋の蚊、li
lliIこ業さ’１１１かと境えＩＨＩパらま分ギＬｉｌｌムレ般ンが的蕊すild、地ふくた
きとにfし篠スいl19かにイ、すの]た今ス的マ、左滞る件散、ん各り
人かｋ’た、処うｌ鰹らはオ雄｜，#ｊ源かし卜で｜パ膿な［inをイ1丁冬II（詩の
つらす環デエ111処を縦ミガ【没・いとス、ラ農クイ業ど械行後期貯産ｉｉ,i】
て会る境ンがかク統′lミスコ：(Ｔ１Ｅは雌ン家でオを。のなはＩ１ｌＩｆＷ艇獲
き場兄１Ｍ］マ輪らり的産はス機気地試ののはかけ二六うＩ.、施家頭
まの〃趣Ｉま、アに性どトＩＩＥ、城代残家」]ミスなのＪｉ゜二週，没に数
し参とがクつデし農やうと料発｜|笈処液滞１１J］ううよ篇ｆ緋時末のおIljll
たり|］ｉｌｒ、でてンな業絲なフミと簾ｊｌエリ１襟糞型うたう以作１１１１の先けＭｌＲ
・併左午八いマけを済の際し後衣を有１ﾉIこのンめなｆ地以散備ろへ
たつのＯるｌｌｉＬ統効かのてのど行機、ブトに１ｉｆをとｌﾉﾘ布.ノし乳
ちて’１イ1ミグ）クばけ采’１１１１流ｉｉｌｉのを性食うで効餓絲しに禁液力牛

'７ 
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「t｣しもし～」でんｵﾌでパパと交信牛
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蕊|，
慰瑠

巾意が大好きな
元気っ子。 ママのスリッパをはいて笹ハイポーズ

み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
の
元
弧
で
か
わ
い

い
ア
イ
ド
ル
を
ご
紹
介
す
る
、
「
わ
が
家
の

人
気
衿
」
、
今
川
ご
紹
介
す
る
の
は
、
北
武

化
地
区
に
お
住
ま
い
の
川
巾
ひ
か
る
ち
ゃ

ん
で
す
。

ひ
か
る
ち
ゃ
ん
は
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
て
れ

く
さ
そ
う
に
、
ソ
フ
ァ
の
間
か
ら
顔
を
の

ぞ
か
せ
ま
し
た
。

い
つ
も
は
、
お
家
の
巾
で
遊
ん
だ
り
、

パ
パ
の
世
一
さ
ん
と
遊
ん
だ
リ
と
、
い
つ

も
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

も
、
お
気
に
入
り
の
乗
り
物
で
、
お
部
催

の
巾
を
く
る
く
る
ｆ
下
に
走
る
、
と
っ
て

も
元
気
で
、
う
れ
し
そ
う
な
顔
の
ひ
か
る

ち
ゃ
ん
。

そ
し
て
、
ひ
か
る
ち
ゃ
ん
は
、
．
ハ
パ
が

人
好
き
な
ん
で
す
。
パ
パ
の
膝
の
ｆ
に
雄

っ
た
り
、
だ
っ
こ
さ
れ
た
り
し
て
、
竹
え

る
ひ
か
る
ち
ゃ
ん
。
水
洲
に
パ
パ
が
大
好

き
な
ん
で
す
ね
。
そ
ん
な
、
ひ
か
る
ち
ゃ

ん
は
、
パ
パ
の
世
》
さ
ん
の
牒
帯
屯
締
か
｜

持
っ
て
、
「
も
し
も
し
Ｉ
パ
パ
ー
」
と
お

し
ゃ
べ
り
し
て
い
ま
す
。
ひ
か
る
ち
ゃ
ん

は
、
ｋ
手
に
、
お
し
ゃ
べ
り
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
、
部
蝿
の
窓
辺
に
咲
い
て
い
る

佗
を
指
さ
し
て
、
「
お
は
な
だ
ね
」
っ
て

お
話
し
し
て
く
れ
ま
し
た
。

成
長
し
て
い
く
、
ひ
か
る
ち
ゃ
ん
を
児

て
、
Ⅱ
を
細
め
る
マ
マ
の
輿
子
さ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
、
腿
や
か
に
人
き
く
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

８ 
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人
間
カ
ー
リ
ン
グ
な
ど

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
続
き
ま
し
た
。
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青年部の牛串は毎年人気商品
子供に人気のジャンボ滑り台 小学生対抗雲合賊
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節
二
十
六
Ｎ
を
か
し
く
つ
冬
ま
つ
り
が

二
月
十
、
ト
ー
、
の
両
Ⅱ
、
町
総
合
文
化

会
館
横
の
広
場
で
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
米

場
若
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

によ風つ品クも元て蕃出供ｋき競合会ミらイ’1ｒ雄
ごＩＭｌｉきのりまがなジの会いも場か人、葵）成翌がり１刑べ｜もほ
苫きんＩｌ１のた兜どヤⅡ'１場まいしら１１Ｍ今な、卜行Ｉ会ンジど
労まぎ、雪、光をン店にして、大ばｌＩｉｌど人一な引孑式トヤが
さしよ約像股す版ポが’よた、氷人ん初多間１１わ像へがン並
またし－づ協る光’'二並、。全土ま’１１うめ彩力はれ入も続ポぴ

で。を麹《1艤鱸い'，ぴ多撒縣ャ稀｝水芒鮭さすＷし作’１}］｝）員況、、、〈

た’州潔糊#撫瀞’鰯づ鐡戦さ擬ヤギ
Ｏ 

待て】Ⅱ１もでし卜背店をる｜はれ卜、対．花、六な｝Ｉ
別‐し巻したミ`ﾄﾞや’噺弗う2織繊艀lliiボはf〔ち鰹また商ル部地

会
場
に
は
、
大
小
の
好
像
川
十

９ 



芸能発表や
ゲームなどを楽しみましだ。

｜ 

裏

農
協
熟
年
会
冬
期
研
修
旅
行
が
二
月

十
二
日
よ
り
十
四
日
ま
で
、
二
泊
一
一
一
日
の

日
程
で
斜
里
町
ウ
ト
ロ
、
知
床
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
風
な
み
季
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

熟
鷲
会
冬
期
研
修
会

テー①？

『=、

’４２コ

ｑ
『
閲

＿バ

ハッピーポウＵングとスカットポウルを楽しみました

楽〈さビ授１こ力’ホとの交人。れ加
しの来んン与ルまらツル翌テ、１１’えの砺昼無し、】１
み会年楽ゴな火たしトノ〈Ⅱル巳かて,ill水食。！#、１１
に輿もしゲど会、たポ会はよゴドら行liilTさ後ホホは
しが雌み’がの夜ゲウ、、ｌ）生八なにん、テテ、
て参Ｌ１〔まム行上の１ルハ裳記まトズプ雌とｌｌｌＪルルパ
い川にしでな位婆ム、ツ会念れ麓れ康保係にの候
まし留た'１ケわ三会をカヒ場,Y,へ以、艀ＩｌｄＬｌ｝l:到送に
すて意・のれチの楽ラ｜をが十一ヒタ理姉セ蒜迎忠
・くしたた’席しオポ会岫二へ食講・ンし（ま
れてつ後ムでみケウ場ら人｜‐時;噺佐タまスオし
ま、の、にはまなりにれ一七に会藤Iし１JリＶ「
す元６装メゲしどンゲまの人はをさのた台上
こ気忘能タ１た趣グ’し万一参体ん栄・に人
とにｊＬ苑ルト･向、トた々の加操、雄分が
を多涛衣のボをスポ・に刀荷を二」：か参

真剣なプレーが蓋<ゲートボール大会
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一
年
間
の
行
事
活
動
を
振
り
返
っ
て
。

ｏ
●
全
道
農
村
女
性
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

し『「腕匡斗鯉艀駒、一利ポ
ピ
バ
ル
」
が
・
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札
幌
で

ア
臘
繊
雌
鮭
州
女
性
が
蝦
ま
り
ｉ

を
…
鋤
蝋
染
を
ア
ピ
ー
ル
で
…
会

搬瞬糎が軒プ護艤式塞諏
鋤
馳
轤
轤
蝋
艤
鰄

Ｄ
ｖ
ｌ
を
ま
じ
え
な
が
ら
、
お
話
を
し
て
い
た
だ

苦さ術がの返圧宴修１２
戦ん・講後会りさで金成次
しも絵Imi、識、ん１『お卜性
ないてとnＷで労がなよこ部
がたがな修はを参わび年一
ら’'１みり会まね力Ⅱオし反l更イド

も、初旬へずぎ、、ｆ7次間女
ｲﾄ＃鰹ザ＃ｈ{,ﾐ,!〈熱僻性
々のとが、都合ilU人二役，|『部
と誰なみ枇」違いののＩｊｊｉを役
作のつＬ［１１のま行役卜・締員

:灘製iiki11Wi'鍛暑
仕刀部を「］さ・振文に長くへ
上に災｜)ﾄ］らつｌ）部圷研る雪

庁可

参
加
し
た
、
繊
川
純
子
さ
ん
、
良
正
路

八
世
栄
さ
ん
、
金
子
ひ
ろ
み
さ
ん
、
名
越

櫛
枝
ざ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
刺
激
を
受
け
て

い
る
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、
今
川
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
小
河
俊
枝
さ
ん
が
副
実

行
委
員
長
を
努
め
ま
し
た
。

農
村
女
性
グ
ル
ー
プ
が
持
ち
寄
っ
た
作

品
展
示
や
、
農
産
物
加
工
砧
の
販
売
を
す

る
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
情

報
交
換
や
交
流
な
ど
の
機
会
に
恵
ま
れ
、

活
き
活
き
と
し
た
女
性
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

二
日
目
の
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
「
農

家
経
営
」
、
「
農
業
労
働
」
「
起
業
化
」
、

「
農
村
環
境
」
の
Ⅲ
会
場
に
分
か
れ
て
行

な
い
ま
し
た
。

魂
在
取
り
組
ん
で
い
る
艇
家
の
生
の
澁

げ
、
｜
人
あ
た
り
二
枚
の
心
の
こ
も
っ
た

力
作
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
の

呼
及
か
ら
、
岐
近
で
は
な
か
な
か
手
評
き

の
年
賀
状
が
兄
ら
札
な
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
参
加
碕
の
小
か
ら
、
絵
て
が
み
を
年

災
状
と
し
て
や
り
と
り
し
よ
う
と
い
う
声

６
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ｆ
手
に
仕
上
が

っ
た
作
砧
に
つ
い
て
は
女
性
部
総
会
の
時

に
展
示
す
る
了
定
で
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
〃
は
見
て
く
だ
さ
い
。

続
い
て
、
会
食
し
な
が
ら
、
｜
年
間
の

行
事
を
振
り
返
り
ま
し
た
が
、
「
好
評
の
花

の
崎
作
り
識
習
会
を
継
続
し
て
は
ど
う
か

？
』
「
農
場
周
辺
の
環
境
笈
化
に
努
め
る

部
旦
宅
を
視
察
す
る
の
は
ど
う
か
？
」
、

「マ

元し村で標を
気、女こしを１１１１
を憐性のよ持き
侍報がこうつ、
ち交活１１かこ参
りii｝換雌間.と力１１
つをしをが看
た通て皿では
よしし、しき、
うてるてたＩ１ｌ
で、状、の分
すや況各でな
゜るを地はり
気把でなの
と握腱い目

労かたの全他たた外修きとで同
様役れつで〈の゜いへでたつ、情
でｊｉまて、参会まねも利いて行ｉ〔’
し・し欲ｎｌｊ１１談たレイｆ）ｕＬ、はきIiI｢
た父たし分しに、なげし可ど光’'参
・部゜いのを出女どるた今うとに
１２と職い席性活些、が年か時参
のい務こす部励司、、Ｌ、期加
皆うにとる代的じｌ１ｉｌ初司なし
さ厳典が機表なやじめまどた
んし任過会と意あ使てたをい
‐いを安がし兄、う飛、ア人
年懲持にあてが二な行小ンも
Ｉ１ｌ１兄つあつ酷Ｉｌｌｉｒ１ら機|f１hケ多
ごもてって対まは、をへ１い
勝’１１１あたもやしし道研行卜の

趣，
ご△■

gf 

Fミ

霞

１１ 



農協理事者との
懇談会を終えて園

一

青
年
部
「
乳
質
向
上
」
に
係
わ
る
勉
強
会

１ 

ｎ
斤
ｒ
Ⅲ

弁 割左から中村理事．高橘組合長、 藤井三里瓢

」Ullに１MＢまのら司わ会
理事て支：１１しテみ理各れが農
zlii：を、部６Ｍた１た事支ま=脇
の迎高の陽｡マ迎者部し）］理
方え橋三文に事かこた{ｉ蛎
々懇組支部つ者ら人｡１１着
か談合部でい￣みの、と
らし長谷はて、た理各青
普ま、同、夜司背事支年
のし藤で開遅農牛の郡部
１１「た弁ＩｊＭ陽〈協部方囚員
年。｣q１１１場．ま谷、々会に
部TIｉ稲武で併背を場よ
の、祉佐懇些年招でる
な’'１会．談二部き行懇
つ村鮪：'１しつか、な談

いでう勉なア乳１，１度議
し、テ次会ｌＲｒドほ検に第室こ
たさ｜回に髄（ぼデ引一ユに）］
いらマはな応イ、1Ｈ１きIii’て十
と仁の、つ答ザ数タ縦n，六
忠多術飼たも１ののきの酷Ⅱ
い数座餐とあと春分乳勉腱′ｒ
まのを檀忠’）し年析質強ｉｉｌＬ後

支ｌｌｉｊｊｉ鞠ｼ,÷mji1wiの会の八

iii;蝿

中
標
津
町
農
協
青
年
部
中
本
信
奉

戸､

青
年
部
調
査
・
広
報
委
員
会

たＨ１，こ認ｆｌＩ６のもなれ背か
め席鹸とさでお［|’た理いま年し
てい後がせ、かかくＪ１ｉ話し部い
おたｌこでら今しらさのした活諦
礼だ、きれ後く可ん方な。動し
をいおま、どは将お々どまのを
申た忙し；ＩＬｉうな米｜）にでたフミ、
し理した意活くの、も盛、Ｎｉ背
|ミニ'１＄い゜義ｉＫ１ｊ、皿い青リテなｉ'三
げの’'１なすＴＩｒ事ず午上｜ど部
ま皆、－ベ年Ｌれ部がマ意か
す様夜時き部がはｊｉｌ）に兄ら
・力遅をかのＭ１，青だまとがは
にく過を組てゴ'三つしら炎税
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中標津町震材環境フオーラム

中
標
津
ら
し
い
農
村
環
境
を
考
え
、

後
脳
に
ど
う
残
せ
る
か
。

へ人しかｌ)}ｊ環ＩＩＪと

マ､'1つたし'１M境や題ｉｉ７

ｌ鱗ii鱒
{灘;織
蝿雛
炎、

},１１氏き残なて付、§
講師の梅田氏

■ＰＨＩ 甦寿ニデデー｡.＝

弼繍洲鯉齢臘

iltい卜原オ熱越し’ノ氏

１１１「さ。紫］いにいスiii了

,朧あｌｉｉ１ｉフる瀧らネ（荷
ＩｌｌのタたすうilLパil1r

lliil;騨
窪嶬鰯
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,F簿〆

パネラーの武田さんと小出さん(中央】

標
祁
に
米
た
時
の
こ
と
を
思
い
返
す
と
、

Ⅱ
本
じ
ゃ
な
い
よ
う
な
カ
ッ
コ
ィ
イ
感
じ

が
し
た
。
沿
道
に
大
き
な
行
板
な
ど
な
か

っ
た
。
町
の
力
で
餓
観
的
な
規
制
を
没
け

る
の
６
災
い
の
で
は
な
い
か
。
マ
リ
ン
ス

フ
ァ
ー
ム
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
興
っ
て
く
れ

た
人
が
ダ
ン
ポ
ー
ル
の
戯
を
開
け
た
時
に
、

巾
懐
氷
の
戦
原
の
風
、
大
地
の
ざ
わ
め
き
、

ビ
ー
ル
の
味
が
よ
み
が
え
っ
て
く
る
よ
う

な
商
だ
か
し
た
い
」
と
中
標
津
ブ
ラ
ン
ド

を
外
へ
広
め
た
い
ぢ
え
で
す
。

あり別道論１鴬瀬氏提つい〆１ﾉﾘし』腱近ま農悔つ

・強作て腱でが韓騨M蝋難鱗

灘鱒灘

両
森
県
出
身
の
武
川
氏
は
弓
初
め
て
中
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開
催
日
時
平
成
十
三
年
一
一
，
二
Ⅱ

開
鵬
場
所
中
標
津
町
農
協
巾
会
瀧
掌

〈
決
議
事
項
〉

一
、
平
成
十
二
年
十
二
Ⅱ
＊
定
例
、
猯
監

査
の
結
采
に
つ
い
て

二
、
平
成
十
二
年
度
一
月
末
γ
蝉
統
制
計

阿
に
つ
い
て

二
、
中
標
津
川
馬
鈴
し
ょ
原
祁
農
場
の
艀

理
述
鴬
移
管
に
関
す
る
党
秤
（
案
）
に

つ
い
て

Ⅲ
、
各
溢
金
の
借
入
申
込
に
つ
い
て

几
、
膿
家
経
済
改
鋒
盗
命
の
斬
殺
に
つ
い

て

六
、
艇
家
経
営
安
定
盗
金
の
新
設
に
つ
い

て

七
、
変
動
金
利
設
定
要
領
の
廃
止
に
つ
い

て

八
、
平
成
ト
ー
年
度
貸
付
金
の
妓
術
限
度

額
の
変
災
に
つ
い
て

几
、
家
畜
改
良
課
プ
リ
ン
タ
ー
の
リ
ー
ス

契
約
に
つ
い
て

〈
協
議
事
項
〉

｜
、
地
区
別
懇
談
会
の
日
程
に
つ
い
て

第
十
一
回
理
事
会
の
経
過
》

■■■■Ｉ■『]■⑪■■■■・■Ⅱ可●￣■■■￣・■『■｢ ■■■Ⅱ 
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鍵iii1ili 初年度年会費

無料！

鋸
函
伊
郷
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尽唇

慾

識
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醤よきんきよビ
レジャーシート
プレゼント11……

１
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灘臘F1 阿璽を眺め

ウトウト･‘
エア枕が
心地いい

阿璽を眺めて

ウトウト･･･
エア枕が
心地いい

[ 

灘鑛 ｢■■ 

ｘＧＯｃｍ】
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籍 灘
、こ三二／RE席一本てカンロコご応豚！
｢Ｆリーム２１ご利用キヤンペーコ｣お奥随中１
１ルくぼ.:密稔ご耐ください． 脈りたにめぱ

バッグに
宝｣Ｊ【 鍵

詳しくは金融窓ロヘ
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在学中年会到

場鰄
ヘＥ１

1４ 



！ 
’ ２月の組合目誌

`ＩＭＯ １日 利用組合打合せ

コンピューター部会
農業問題についての交流
種子馬鈴し婿B会役員会
第30回中標津乳牛改良同志会
定期総会
女性部藤細エ
でん粉エ場事業検査
農連税対学習会
定例自治監査～10日
コンピューター部会～17日
中山間事業小委員会
農民連盟役員会
原種農場役員会

酪農実習生受入協議会役員会
総会
女性部藤細エ

税金申告準備
伯しゃくまつりほ場打ち合せ
税対委員会
第１回中標津乳牛改良同志会
役員会
農民連盟総会
青年部勉強会
てん菜生産振興会役員会
第９回営農委員会
女性部藤細エ
職員組合執行委員会
１第10回青年部調査広報委員会
ＣＤＰ研究会
第１１回青年部役員会
中央会ホームヘルパーフオロ
ーアッブWf修会
第５回集落協定推進委員会
女性部三役会
第４回管理購買委員会
農連役員会
畜環リース説明会
第３回青年部三役会
第３回青年部役員選考委員会
道検査～３．２
職員組合定期総会
女性部支部長会議
女性部役員選考会
酪対乳質向上委員会

つ
よ

―
』
ゾ

５日

６日

７日

８日

９日 習生受入協議会役員

ロ援丁に力、
｜及粁お、農
アぴのい二村

；巡崗てIIjL

li1鰄Ｘ'枡
へ化繍ボーＩ<Ｈ
蕊￣ｉ11：１１１齢

（繊繊
洗援パ協遮

達$辮
・寸父修室な

１３日

１４日

１５日

部藤細エ

申告準備
やくまつりほ場打ち合せ

《
（ 

介
護
技
術
を
真
剣
に
学
び
爾
辛
《
し
た
。

根
室
管
内
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会

金床
しや つりほ場打ち合

津乳牛改良同志

１６日

部

１７日

１９日
20日

てん

第９

ん

22日

根
室
梼
内
の
Ｊ
Ａ
よ
り
十
六
人
が
受
祇

し
、
洲
農
協
か
ら
も
「
人
が
受
術
し
て
識

議
、
実
技
な
ど
介
繊
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
で
行
な
う
実
技
誰
習
で
は
、

体
位
交
換
な
ど
の
技
術
を
学
び
、
受
識
者

は
典
剣
に
取
り
紺
ん
で
い
ま
し
た
。

お詫びと訂正
24日

26日
「のうきょうをかしくつ」２)｜

ザ10ページｒＪＡ根室地区ｉ１ｆイド

部幹部研修」の文章で「二1111

は自民党本部を訪IHIし」のとこ

ろを「二11ト1はI:1111党木部を,hIj

lil]し」と印刷ミスがありました

のでお総ぴし訂IⅨいたします。

誤「１１１１党木部

正自民微本部

27日

28日

可五
月低
気
腿
し
丙
兜
熱
圧
が
交
几
に
辿
り
、

尺
気
は
概
ね
周
期
的
に
変
わ
り
ま
す

が
、
一
時
ぐ
ず
つ
く
時
期
が
あ
る
で

し
ょ
う
。
如
硫
の
変
動
が
入
き
い
兄

込
み
で
す
。

よ

う｛
･力

）］ 
ＩＨＩ 
降
水
ｊＩｔ 
は
Ｖｚ 
年
、)上
で’
し

匹
冒
月低
気
圧
と
商
気
圧
が
』
父
皿
に
辿
り
、

犬
気
は
周
期
的
に
変
わ
り
ま
す
が
、

｜
時
冬
型
の
気
阯
配
縦
と
な
る
Ⅱ
が

あ
る
で
し
ょ
う
。
気
温
の
変
励
が
大

き
い
兄
込
み
で
す
。

す向ややⅡⅡ三可
・様オ砦'；本が平月能

胴↑函i$雑階
：Ⅶ闘些大き

Ⅷi;;i1kl:諭美

蕪凌溌：
靴Miｻﾞ霧↓

三
月
か
ら
五
月
ま
で
の
概
要

三
力
Ⅱ
平
均
気
温
は
、
平
年
肱
か

低
い
可
能
性
が
人
き
く
、
そ
の
確
率

は
共
に
川
○
訂
で
す
。

Ｓ
力
昌
予
報

■ 

Ｐ 
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大地の四季旨

１１MＭ胤1,,1蝿「
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riii拳一
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鯵
鋳

ｚ
ｐ
山
］
団

<春を待つ〉

すっぽり覆われていた、から松の幼木。

三寒四温の足音に

雪の中より枝に春の息吹きを抱き

夕暮れの静寂にたたずむ。

斜陽がそっとささやく「春はもうすぐだよ～｣と。

陽は白い大地を解かし、

ゆっくり眠りから覚めていく。

写真.文提供小出清信

「二周

◎
撫
載
、
、
骨
諒
窯
耳
砿
麓
露
國
嵩
叩
ｏ
識
縞
、
繊
嘩
侍
圓
譜
浅
離
日
醤
｛
罰
、
御
濁
苫

。
Ⅶ
卓
Ａ
ｙ
ｍ
嘉
一
一
ぺ
亙
丹
功
州
Ｌ
Ｚ
ｙ ｣Ｉ 
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